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ピタゴラス数・２ 

 

次の問いに答えなさい。 

（１）図１は点Ｐを中心とする半径４８㎝の円と，点Ｑを中心とする半径３㎝の円と，２つの円に接する直

線をぴったり組みあわせたものです。図の直角三角形ＰＱＲの辺ＱＲの長さは何㎝ですか。 

 

   図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）図２の直角三角形ＡＢＣは，辺ＢＣの長さが３６㎝です。辺ＡＢと辺ＡＣの長さが㎝の単位で整数と

なるような長さの組を（１０，２０）のようにしてすべて答えなさい。 

 

   図２ 
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ピタゴラス数・２ 

（１）２４㎝ 

（２）（３２３，３２５），（１６０，１６４），（１０５，１１１），（７７，８５），（４８，６０）， 

   （２７，４５），（１５，３９） 

 

（１）円と直線が接する点において，円の半径と直線は垂直に交わります。よって，図①の影をつけた２つ

の直角三角形は合同，あみ目部分の２つの直角三角形も合同となります。合同であることから，○印を

つけた辺の長さは等しく，△印をつけた角と▲印をつけた角の大きさの和は１８０÷２＝９０（度）に

なります。 

こうして，図②のように影をつけた直角三角形とあみ目部分の直角三角形は相似となることがわかる

ので，４８：○＝○：３より，○×○＝４８×３＝１４４＝１２×１２なので，○＝１２㎝，辺ＱＲの

長さは１２×２＝２４（㎝）です。 

 

   図①                図② 
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（２）（１）を参考に，図③のように直角三角形ＡＢＣを円と組み合わせます。３６÷２＝１８より， 

ア：１８＝１８：イなので，ア×イ＝１８×１８＝３２４です。アとイの長さが等しいとＡＢＣは三角

形にならないので，アがイより大きい場合を，３２４の約数のペアを並べる方法で求めていくと，図④

の表になります。 

 

   図③                 図④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  辺ＡＢの長さはア－イで，辺ＡＣの長さはア＋イとなるので，ア＝３２４でイ＝１のときは，辺ＡＢの

長さは３２４－１＝３２３，辺ＡＣの長さは３２４＋１＝３２５となります。同様にして残りも求めて

いくと，（３２３，３２５），（１６０，１６４），（１０５，１１１），（７７，８５），（４８，６０）， 

  （２７，４５），（１５，３９）となります。 

 

 

 

ア 324 162 108 81 54 36 27 

イ １ ２ ３ ４ ６ ９ 12 
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